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実施要領
審査要領
日本ﾏｰﾁﾝｸﾞﾊﾞﾝﾄﾞ協会北陸支部

	大　会　概　要


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
コロナ禍において従来通りの開催方法での北陸大会を中止とし、参加団体の皆様と関係する皆様の生命と
安全を最優先に考え、北陸代表選出については、提出書類審査ならびに映像による講評・審査といたします。
名　称　　「第48回マーチングバンド全国大会特別版」北陸代表選考会
主　催　　　　日本マーチングバンド協会北陸支部
趣　旨　　　
「マーチングバンドの活動を通して豊かな情操と音楽性を育み、青少年の健全育成 と心身の健全発達に寄与する」ことを目的とする。 

小学生の部
音楽への憧憬を大切にし、マーチングを通して幅広い音楽表現活動を体得すると共に協調性・忍耐力を培う。 

中学生の部 

音楽への憧憬を大切にし、豊かな音楽表現活動を通して協調性・責任感 を育みながら生きる力を培う。 

高等学校の部・一般の部 

音楽表現の可能性を追求し、より高い音楽性や技術を身につけ自主性と 創造性を培う。同時に音楽文化の発展と地域

社会の活性化に貢献する。
提出書類一式　　2020年9月25日（金）締め切り　　　　　　　　　　　　　　　

北陸代表選考会審査用全景映像提出　　2020年10月23日（金）締め切り　　
全国大会出場団体枠
小学生の部　１　　中学生の部　１　　高等学校の部　１　　一般の部　１
マーチングバンド部門　　実施規定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．参加資格　
※本大会への参加は、下記（１）～（６）の事項を全て満たしていること。

（１）令和2年９月１日（火）現在、一般社団法人日本マーチングバンド協会に団体加盟登録していること。

※大会参加は加盟登録名で参加すること。
　（２）参加に対し、期限内（９月２５日（金））までにコロナウイルス感染防止策として選考会参加同意書に、
団体長・顧問の捺印及び１８歳以下のメンバーについて保護者同意書の回収、確認担当者の捺印書面を
提出すること。

（３）各県協会より推薦されていること。

（４）指定された期限内（9月25日（金））までに参加手続きを終えていること。
　　　①選考会参加費　１団体につき5,000円を9月18日（金）までに下記口座へ納入。（加盟登録団体名にて）

　　　　（納入された参加費は返却しない）
　　　　＊選考会参加費の内訳は、審査員への郵送、審査員からの返却費用、事務的諸経費等とする。
　　　　＊振込先　　
　　　　　　　　北陸銀行　金泉寺出張所（１５８）　口座番号：普通　６０３０４００
　　　　　　　　口座名：日本マーチングバンド協会北陸支部　事務局　高島徳保
　　　②参加申込書・映像提出意思確認書・参加同意書の提出
　　　③参加費振込明細票の添付
　　　④構成メンバー登録書の提出
　　　　＊構成メンバーとは、演技フロアーに入場し演奏演技および指揮を行う者である。
　　　　＊年間を通しその学校・団体に所属している構成員であること。（短期メンバー補強は不可とする）
　　　　＊参加同意書の人数と同じであること。
　　　　＊構成メンバーの氏名は、必ずその個人に氏名登録の承諾を得たうえでご記入ください。
　　　　　（名字、名前の間に必ずスペースを空けて記入すること）
　　　　　（氏名・年齢・学年を必ず記入すること・・・一般は氏名、年齢のみ）
　　　　　（指揮者は、学年欄に「指揮」と記入すること）

　　　⑤音楽著作権使用許諾に関する確認書の提出
　　　　＊「1.使用楽曲」に必要事項をご記入ください。
　　　　＊「２．の項目（①～③）に当てはまらない場合は、すべて許諾が必要になります。
　　　　＊「２．」「３．」のどちらかの項目に〇印をつけ必要事項をご記入ください。
　　　　曲数が６曲を超える場合は、本紙をコピーして追加ください。
⑥許諾に関する添付書類の提出
　＊「２．」使用許諾の必要がない場合
　　　「①市販の楽譜を利用」の場合、スコアの表紙及び購入を証明する領収書等のコピーを添付して
ご提出ください。
　　　　　＊編曲使用許諾が必要な場合
　　　　　　　「①確認書あり」「②使用料有料」の場合は確認書・領収書のコピーを裏に貼り付けてご提出ください。
　　　　⑦日本音楽著作権協会からの「映像許諾手続き完了のご案内」のコピーを提出
　　　　　＊音楽著作権申請（映像）を各団体にて必ず行い、DVD作成の許諾番号を受理し添付を怠らないこと。
（注：審査用に提出されるDVDは、許諾番号・JASRAC指定シールがないものは認められません）
　　　　⑧特殊効果申請書の提出
＊特殊効果の有無に関わらず必ず提出すること。（特殊効果を使用しない団体は空欄のまま提出）
　　　　⑨紹介に関する事項の提出
　　※上記の書類すべてにおいて追加及び変更がある場合は、１０月２３日（金）までとする。　

　　　　　　　　

（５）団体及び構成メンバーの北陸代表選考会への参加は１回とする。（団体・構成メンバーの重複は不可）
（６）北陸代表選考会提出映像（DVD　審査用　５枚　（許諾番号・JASRACシール付きのもの）
　　　必ず、フロントパーカッション（ピット楽器）も含め、全景が入っていること。

　　　　１０月２３日（金）必着で必ずご提出ください。
注：撮影の際は、雑音が入らないよう気をつけてください。
　　　　　　審査規定により指揮台付近での開始合図・終了合図がわかりやすく映像に入っていること。

　書類および審査用DVDの提出先　（書類のメール及びFAXによる提出は認められません）
　　　〒930-0824　富山県富山市鶴ケ丘町９６番地
　　　　　　　　　日本マーチングバンド協会北陸支部　事務局　高島徳保宛
　　　　　　TEL　090-3764-6799　


２．構成と編成

（１）構　成

★小学生の部★
①単一加盟団体の小学生構成

②複数加盟団体の合同小学生構成

③指揮者については、２名まで自由資格とする。但し、小学生以外の指揮者は指揮を行えるが演奏及び
演技をしてはならない。

★中学生の部★
①単一加盟団体の中学生構成

②複数加盟団体の合同中学生構成

③単一加盟団体の小・中学生構成

④複数加盟団体の合同小・中学生構成

⑤指揮者については、２名まで自由資格とする。但し、小中学生以外の指揮者は指揮を行えるが演奏・演技を
してはならない。

★高等学校の部★

①単一加盟団体の高等学校構成

②同一学校法人内の高等学校及び中学校による合同構成

③複数の公立高等学校による合同構成（公立高等学校の統廃合に伴う移行期間中）

　※上記のような特殊事情がある場合に限り、合同による出場を認める。

④指揮者については、２名まで自由資格とする。但し、生徒以外の指揮者は指揮を行えるが演奏・演技を
してはならない。

★一般の部★
①単一加盟団体による構成。但し、未就学児は除く。

（２）編　成

★小学生の部★
　　①小編成・大編成とする。

　　②楽器編成は自由とする。

　　③編成人数は下記とする。

　　　ア．小編成（指揮者を含めて５０名以内）　　　イ．大編成（指揮者を含めて５１名以上）

★中学生の部★
　　①小編成・大編成とする。

　  ②楽器編成は自由とする。

　  ③編成人数は下記とする。

　　　ア．小編成（指揮者を含めて５４名以内）　　　イ．大編成（指揮者を含めて５５名以上）

★高等学校の部★
　　①小編成・中編成・大編成とする。

　　②楽器編成は自由とする。

　　③編成人数は下記とする。

　　　ア．小編成（指揮者を含めて５４名以内）

　　　イ．中編成（指揮者を含めて５５名以上９０名以内）

　　　ウ．大編成（指揮者を含めて９１名以上）

★一般の部★

①小編成・大編成とする。

②楽器編成は自由とする。

③編成人数は下記とする。

　ア．小編成（指揮者を含めて５４名以内）

　イ．大編成（指揮者を含めて５５名以上）
３．演　技

（１）演技フロアー

①演技フロアーは、５メートルポイント、横３０ｍ×縦３０ｍを基本とする。

※正面演技ラインより前方側の使用は原則として禁止する。

（２）入退場　ビデオ審査のため規定に加えない。

　（３）計時・演技時間
演奏・演技の開始と終了は、指揮台付近にて旗または手による振り下ろしにて合図し、必ずわかりやすく
映像に映るように合図すること。

★小学生の部・中学生の部★　　　　演奏演技時間は、6分30秒以内とする。
★高等学校の部・一般の部★　　　　演奏演技時間は、8分以内とする。
４．手具・器物・特殊効果関連 

「手  具」とは… 演奏演技者個人が容易に携帯でき、自らが用いる小道具類を手具とする。 
「器  物」とは… 楽器・バトン・手具類・ユニフォーム類のどれにも属さず、演奏演技者以外の物を
総称して器物とする。なお、楽器や楽器運搬台に装飾を施した場合は器物とみなす。 
「特殊効果」とは… フラッシュ・ストロボ・各種ライト類（ケミカル類含）等の光の効果を用いた物、
全てを特殊効果 とする。 
（１）演技フロアーに搬入する器物については、次に示す規格以内の大きさとする。 
※規 格：１ｍ８０ｃｍ × １ｍ２０ｃｍ × １ｍ５０ｃｍ以内の立体 
ただし、規格内の大きさであっても、１ｍ２０ｃｍを越える高さで演奏演技することは
 禁止する。
 ①器物を重ねたり密着したりして並べる場合は、その状態が規格内の大きさであること。
 ②フロアーに敷く布は器物であるが制限を設けない。 
（２）特殊効果は使用方法・数量等の詳しい説明書を事前に大会審査委員長に提出すること。 
①化学反応で発光するケミカルライト類はその安全性が製造のメーカーによって保証されている物のみ
使用できる。
サイレンを使用する場合は特殊効果申請書を提出すること。
乾電池以外の電源の使用は禁止する。 
火気・ガス類・液体類及び固形燃料類は使用を禁止する。 
乗り物（自転車、バイク、ローラースケート、スケートボード等）、ドローン等リモコンで
操作されるもの、動物は不可。 
（３）正副指揮台は、正面演技ラインから１ｍ以上間隔をあけ、各団体で設置ください。
設置したものを設置した場所から移動することなく使用すること。 
設置した指揮台では指揮以外の使用は不可とする。 
その他の場所での指揮台使用は、各団体での持ち込みを可とする。 
（４）国旗等の使用は敬意を損なわない最大限の注意をすること。
尚、フラッグ等に用いる場合は原形 での使用を禁止する。 
（５）スパンコールやビーズ等衣装の付属品は、他の団体の演技の妨げとならないようにすること。 
５．審査員

　　　別紙「審査要領」参照
６．罰　則

（１）違反失格

①著しい違反があった場合は、別途協議の上、失格とする場合がある。
②演奏演技時間のタイムオーバー
③著作権映像許諾がない場合

（２）注意又は警告

①参加資格に関する違反
②実施規定「４．手具・器物・特殊効果関連」に反した場合
７．表　彰
　　　　全団体に優秀賞

　　　　各部門　1団体へ北陸代表としての推薦状

８．その他

（１）参加に要する経費は参加団体の負担とする。

（２）納入された参加費は返却しない。

９．コロナ感染防止策の徹底のお願い（ビデオ撮影を行う際）
　（１）演奏演技中以外はマスクの着用、当日の検温、うがい、手洗いの遂行等、衛生面における安心・安全のための
対策ならびに健康管理の徹底に責任をもって管理願います。
　（２）見学者を認めた場合は、3密に注意して活動をお願いいたします。
　（３）体育館施設との打ち合わせを十分に行い、施設からの要望に従ってルールを守って開催してください。
（４）換気方法等についても施設と打ち合わせをしっかり行ってください。
（５）施設使用場所について、消毒等後始末をしっかりと行ってください。（フロアー上のつばの処理）
マーチングバンド部門　　審査要領　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
審査員

（１）提出書類審査については、北陸支部三役会にて行う。

（２）審査員（講評者）

★全部門★
①審査員は５名とする。総合的な観点により審査する。
小学生の部・中学生の部
　　ア、全体的演奏・演技の調和　３名
イ、全体的演技技術と表現力　２名

高等学校の部・一般の部

ア、音楽と視覚の調和　２名
イ、演奏技術と表現力　２名
ウ、演技の技術　1名

②書面による審査講評を行う。
２．成績・成績判定・表彰

（１）成績

★全部門★
各審査員は上記１．の（２）に基づき100点法（小数点あり）で採点し、席次を決定する。
（２）成績判定（順位の決定）

★小学生・中学生の部・高等学校の部・一般の部★
①成績は、各審査員の得点に基づいた席次点の合計により決定する。
②席次点が同点の場合は、審査員による投票で決定する。
（３）表　彰

★全団体★

全団体に優秀賞を授与する。
　　★北陸代表推薦★
推薦団体に推薦状を授与する。

３．全国大会への出場団体の推薦

（１）全国大会への推薦団体数　　
本部の規定により推薦する。
（２）推薦団体の決定
上記２．の（２）に基づき決定する。
　（３）推薦団体枠数内の場合
　　本支部規約の「北陸大会が開催されない場合の全国大会推薦に関する細則」に沿って決定する。
４．審査員との折衝について

（１）審査員の要請について
審査員は、第32回北陸大会（中止）で審査部により選出し承諾を得た5名とする。

（２）審査員との接触について

審査員の発表後は、当該審査員への接触及び指導を受けない。

５．その他
（１）成績発表は、北陸支部ホームページにて発表を行う。
（２）全参加団体には、講評用紙・優秀賞（全団体）を授与する。
（３）北陸代表推薦団体には、推薦状を授与する。

　
★「第48回マーチングバンド全国大会特別版」北陸代表選考会・審査員★
マーチングバンド部門
全部門　提出書類審査　　各県理事長
小学生の部・中学生の部　　（総合的な観点からの審査）　　
ア、
全体的演奏・演技の調和に関する審査員 ３名
　　　　　阿佐美　圭祐　　　（日本マーチングバンド公認指導員）
　　　　　大西　雅博　　　　（奈良学園マーチングバンド部顧問）
　　　　　森本　和義　　　　（パーカッション・インストラクター）
イ、
全体的演技技術と表現力に関する審査員 ２名
小林　敦　　　　　（日本マーチングバンド公認指導員）
　　　　　藤田　奈緒美　　　（日本マーチングバンド公認指導員）
高等学校の部、一般の部（総合的な観点による審査）
ア、
音楽と視覚の調和　2名
　　　　　阿佐美　圭祐　　　（日本マーチングバンド公認指導員）
小林　敦　　　　　（日本マーチングバンド公認指導員）
イ、
演奏技術と表現力　2名
　　　　　大西　雅博　　　　（奈良学園マーチングバンド部顧問）
森本　和義　（パーカッション・インストラクター、オサムバトンカンパニー代表）
ウ、
演技の技術（CG含む）
　　　　　藤田　奈緒美　　　（日本マーチングバンド公認指導員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　審査内容
　　　　　　　　　　　　　　　マーチングバンド部門
小学生の部・中学生の部
全体的演奏・演技の調和
全体的演奏・演技の調和
演奏・演技全体を音楽的な要素と視覚的な要素の結びつきをふまえて全体的に判断する。
全体的表現
・全体構成
「緩急」「強弱」「喜怒哀楽」の変化や「起承転結」等の構成を理解した、メリハリが感じられる演奏・
演技になっているか。
・音楽と視覚の調和
音楽効果と視覚効果の調和を意識した演奏・演技をしているか。
・ミュージシャンシップ
観客を意識し、アピールしようとする姿勢が一貫しているか。
・完成度
安定感のある仕上がった演奏・演技になっているか。
音楽的表現
・表現
テンポ、音色、音程等に気を付け、楽曲のスタイルや曲想を理解した音楽表現ができているか。
・バランスとブレンド
ステージング（フォーメーションの中での楽器の配置）を考えながら、管楽器内、打楽器内、管楽器と打楽器のバランスやブレンドに気を付けた合奏ができているか。
・強弱
美しい音質を保ちながら、強弱の差が効果的に表現されているか。
・統一感
イントネーション等がそろっているか。視覚的表現
・表現
テンポ、緩急等に気を付け、楽曲のスタイルや曲想を理解した動きの表現ができているか。
・ポジションワーク
インターバル（横の間隔）やディスタンス（縦の間隔）等に気を付け、全体のフォーメーションに貢献で
きているか。
・動作の鮮明度と同一性
動作がはっきりとして正確で、形やタイミングがそろっているか。
・リカバリー
ミスに対して適切な対応をしているか。
マーチングバンド部門
小学生の部・中学生の部
全体的演技技術と表現力
全体的演技技術と表現力
演技者の技術力や表現力がいかに調整されているかを全体的に判断する。
演奏技術
・スタイルの統一と適応
FM、RM、MT、停止姿勢、ターン方法などが統一されているか。
・動作の完成度
動作が正確に行われ、タイミングがそろっているか。
・楽器と手具の保持および使い方
演奏・演技を行うにあたり楽器や手具などが適切に使われているか。
・列、間隔のそろえ方
列をそろえるにあたり、その基準を理解しているか
動きの中でインターバルやディスタンスの取り方を理解しているか。
・動作の転換とタイミング
連続した動作が正確にスムーズに行われているか。
表現力
・コミュニュケーション
表現を通して観客との対話がなされているか。
・ボディーワーク
演奏している音楽に適した表現がなされているか。
・手具などの表現
手具の扱い方や振付が音楽に適した表現がなされているか。
・ショーマンシップ
観客を意識し、アピールしようとする姿勢が統一されているか。
　　　マーチングバンド部門
高等学校の部・一般の部
音楽と視覚の調和
作品の全体的調和
ショ―全体のコーディネーションを音楽的な要素と視覚的な要素との結びつきをふまえて総合的に
判断する。
・コーディネーション
ショ―の流れに「緩急」「強弱」「喜怒哀楽」や「起承転結」を感じさせる変化があるか。
また、無理のない流れがあるか。
クライマックスが表現されているか。
各セクションの組合せに調和や変化を感じさせるか。
・音楽と視覚の調和
音楽と視覚が調和されているか。
・独創性と多様性
作品が独創性に優れ、なおかつ多様性に富んでいるか。
作品の解釈と表現
ショ―全体の解釈と表現を音楽的な要素と視覚的な要素の結びつきをふまえて総合的に判断する。
・表現の幅と質
作品が意図するところを理解し強弱や緩急、喜怒哀楽などの表現に幅があるか。
また、それらを高めようとしているか。
・ミュージシャンシップとショーマンシップ
観客を意識し、アピールしようとする姿勢が一貫しているか。また、観客とのコミュニケーション（伝達）が良好か。
・完成度
内容を把握し、ミスやエラーのない演奏・演技になっているか。
表現の幅と質が作品の意図するところを理解し強弱や緩急、喜怒哀楽などの表現が完成されているか。
マーチングバンド部門
高等学校の部・一般の部
演奏技術と表現力
演奏技術と表現力
演奏者の技術力や表現力がいかに調整されているかを判断する。
演奏技術
・呼吸法
十分に息が吸えており、ブレスコントロールができているか。
必要な長さまできちんと息を使えているか。
・音質
無理のない自然な響きで、それぞれの楽器の特性にあった音色が作られているか。
・音程
チューニングが正確にされているか。
正しいピッチにより旋律、和音とも自然な響きが得られているか。
・アーティキュレーション
曲想に合っており十分な多様性があるか。
よく統一されているか。
・打楽器の奏法の統一
基本的な奏法が統一されているか。
表現力
・ダイナミックレンジ
曲想に合った強弱の付け方ができているか。
・フレージング
曲想に合ったフレーズ感を表現しているか。
・バランスとブレンド
全体を通じて高音楽器から低音楽器までバランスよくブレンドされているか。
旋律やソロとハーモニーのバランスが良く、明瞭であるか。
・スタイル
楽曲のジャンル的な特徴や、楽曲そのものの個性を演奏者がいかに理解して表現しているか。
・ミュージシャンシップ
観客を意識し、アピールしようとする姿勢が一貫しているか。
マーチングバンド部門
高等学校の部・一般の部
演技の技術（カラーガードを含む）
基礎技術力
演技者の基礎技術力がいかに優れているかを、カラーガードの技術を含め、個々のプレーヤーもしくはグループに関して
判断する。（動くすべてのセクションを対象としてサンプリングする）
・スタイルの統一と適応
フォワードマーチ、リアマーチ、マークタイム、停止姿勢、ターン方法等が統一されているか。また、その動作が演奏することに適しているか。
・動作の転換とタイミング
全ての連続動作が正確でスムーズに行われているか。
・楽器、手具等の保持および使い方
演奏・演技を行うにあたり楽器や手具等が適切に使われているか。
・リカバリー能力
ミスに対して適切な対応ができているかどうか。達成度と表現力
演技者の表現力がいかに優れているかを、カラーガードの技術を含め、個々のプレーヤーもしくはグループに関して
判断する。（動くすべてのセクションを対象としてサンプリングする）
・列、および間隔のそろえ方
列をそろえるにあたり、その基準を理解しており、その上でそろえられているか。また、間隔（インターバル・
ディスタンス）の取り方を理解しているか。
・ボディーワーク
演奏されている音楽に適した表現がなされているか。
・手具等の表現
手具の扱い方や振付けが音楽に適した表現がなされているか。
・ショーマンシップとコミュニケーション
観客を意識し、アピールしようとする姿勢が一貫しているか。また、表現を通して観客との対話がなされているか。
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